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かごしま教育ホットライン24

〒891-1393 鹿児島市宮之浦町862

TEL:099 – 294 – 2311
FAX:099 – 294 – 2309
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■ 研究提携校との共同研究

■ 大学との連携
・ 鹿児島大学教育学部
・ 鹿児島国際大学

■ 研究協力員の実践研究
県内の教員の中から委嘱された34人の研究協力員

が，所員と協力しながら実践研究を進めています。

■ 悉皆研修（対象者全員が受講）

・ 経験年次別研修
・ 職務別研修

■ 希望研修

■ 専門的・実践的な調査研究

■ 情報教育研修システム
の運用管理及び活用促進

■ 調査研究・各種研修
本年度は，各学校段階

において期待される情報
活用能力と，児童生徒の
ICT活用を通した情報活
用能力育成の指導方法等
について研究を進めてい
ます。

また，悉皆研修や希望
研修等で，情報教育に関
する研修講座を開設して
います。

Ｗebサイトには，情報
モラルの指導やICT活用
に係る最新の情報などを
提供しています。

また，「テレビ会議シ
ステム」や「ｅラーニン
グシステム」による情報
提供や指導助言も行って
います。

本年度は，児童生徒
の学校適応感を把握す
る「学校楽しぃーと」
の結果を生かした児童
生徒への効果的な指導，
援助の在り方等，有効
な活用方法について研
究を進めています。

また，悉皆研修や希
望研修等で，教育相談
や生徒指導に関する研
修講座を開設していま
す。

■ 電話・来所による教育相談■ 調査研究・各種研修

いじめ，不登校，交友関係
等の相談を行っています。

■ 調査研究・各種研修

■ 電話・来所による教育相談
知的障害，発達障害，自閉

症などに関わる相談を行って
います。

本年度は，特別支援学校に
おける一貫性・系統性のある
指導について，現状と課題を
明らかにし，「授業づくりの
視点」を提案するなどの研究
を進めています。

また，悉皆研修や希望研修
等で，特別支援教育に関する
研修講座を開設しています。

〈専門研修〉
・ 短期研修講座

（本年度132講座開設）
・ 土曜講座

（本年度約150講座開設予定）
・ 心をひらく生徒指導力向上講座

■ 所員派遣

■■問合せ■■■■
電話 099-294-2312（企画課）

学校等からの要請により，各教科・科目や生徒指
導・教育相談，特別支援教育等に関する校内研修会や
授業研究会に所員を派遣し，教
職員の資質の向上や学校教育の
活性化を支援しています。

当教育センターへの来所
者に対して，研究・研修へ
の指導助言を通して，具体
的なニーズに応じて支援し
ています。

■ 文書・電話等による支援

■ 来所研究

文書・電話やＷebサイトで
質問や問合せを受け付けてい
ます。

■ Ｗebサイト■ 研究紀要

当教育センター内には，玄関ロビーや大原台講堂等に
「指導資料コーナー」を設けていますので，御自由にお
取りください。また，Ｗebサイトからダウンロードする
ことができます。

平成24年度は4月に19本を掲載しています。(年間38本)

■ 指導資料

※ 来所相談は，正門を入って左側奥の特別支援教育研修棟で行って
います。

平成23年度調査研究発表会

全体研究主題 「生きる力を豊かに育てる学校教育の創造」

Ⅰ 調査研究事業 Ⅱ 教職員研修事業 Ⅲ 特別支援教育事業

特別支援学級等担当教員研修会

土曜講座「初めての特別支援
教育コーディネーター講座」

フレッシュ研修「道徳教育
の進め方」

経験者教頭研修会「学校組織
マネジメント演習」

短期研修講座「わくわく・
どきどき図画工作科講座」

Ⅳ 情報教育事業

「教育ネットかごし
ま」は，教育情報をイン
ターネットを通じて提供
し，児童生徒の学習活動
及び教育関係者の研究・
研修を支援します。

県立学校情報化担当者研修会

Ⅴ 教育相談事業

教職員の資質向上と学校の活性化を図る７つの事業

【電話相談】
「かごしま教育

ホットライン24」
0120-783-574
（フリーダイヤル）
0570-0-78310
（全国統一ダイヤル）
099-294-2200
（直通）

【来所相談】
月～金 8:30～17:00
（年末年始・祝日を除く。

要予約。)
電話099-294-2788

※ 来所相談は，教育センター正面建物左側の第１研修棟で行って
います。

Ⅵ 教育情報提供事業 Ⅶ 研究支援事業

■ 授業研究サポート事業
授業研究の活性化を

目指す学校の支援や授
業研究に関する研修会
などを実施しています
（詳しくは裏面を御覧
ください）。

■ 研究成果の提供
・ 教職員研修での活用
・ 指導資料の発行（４月，10月）
・ 研究紀要の発行（３月）
・ 調査研究発表会の開催

〈課題研修〉
・ 長期研修

長期研修者研究発表会：平成25年２月22日（金）
・ 継続研修（高等学校情報教育継続研修）

継続研修発表会：平成25年２月１日（金）

来所研究

企 画 課 全体研究主題に関する研究及びプロジェクト研究の推進

教 職 研 修 課 「教職員のニーズを踏まえた効果的・効率的な研修の構築に関する研究Ⅱ」

教 科 教 育 研 修 課 「思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関する研究」

情 報 教 育 研 修 課 「情報活用能力の育成に関する研究～児童生徒のＩＣＴ活用を通して～」

特別支援教育研修課 「特別支援学校における一貫性・系統性のある指導の在り方に関する研究」

教 育 相 談 課 「自己指導能力の育成に向けた生徒指導の在り方に関する研究」

プロ ジェ クト 研究 「『みんなで取り組み，学び合う授業研究』の進め方」

各 課 等 の 研 究 主 題

「教育ネットかごしま」

Webサイト www.edu.pref.kagoshima.jp

【電話相談】
電話 099-294-2820

【来所相談】
月～金 8:30～17:00
（年末年始・祝日を除く。

要予約。)
電話099-294-2820

平成24年度調査研究発表会

期 日 平成25年１月25日（金）

会 場 県総合教育センター

全体会 教科教育研修課，教育相談課等の

研究発表

分科会 ８分科会 （国語科，

社会・地歴・公民科，

算数・数学科，理科，

外国語活動・外国語

科，情報教育，特別

支援教育,教育相談） 平成23年度調査研究発表会

平成23年度の実績
所員派遣 366件
来所研究 93件
文書・電話等 353件

NEW

学校名 研究主題 公開期日

県立松陽高等学校
個々の生徒の学力向上と進路実現を目指す

授業改善 －基礎的・基本的な知識・技能の
習得と活用を図る学習指導－

平成24年10月31日（水）

県立出水養護学校
一人一人の自立と社会参加を目指した子ど

もを育てるために －児童生徒の実態に応じ
た効果的な支援の実践的研究を通して－

平成25年度公開予定

鹿児島市立山下小学校

奄美市立宇宿小学校

鹿児島市立吉田南中学校

自ら考え判断し，表現できる子どもを育て
る学習指導の開発Ⅱ

平成24年11月９日（金）

学年別における複式社会科学習指導の充実 平成24年11月22日（木）

「確かな学力」をはぐくむ学習指導
－ＩＣＴ活用と言語活動を通した授業改善Ⅱ－

平成24年10月18日（木）

特別支援教育研修棟



平成22・23年度に実施したプロジェクト研究「授業力の
向上を図る校内研修の進め方 ～みんなで取り組み，学び
合う授業研究を通して～」の研究成果を生かし，当教育セ
ンター所員が，県内の教育事務所や市町村教育委員会で研
修会を実施したり，校内研修会等において授業研究を支援
したりすることを通して，本県の授業研究の活性化と教員
の授業力向上を図る事業です。本年度は，右の行政機関や
学校で研修会を実施しています。

Ｑ１ どのような事業ですか。

【②グループでの検討会】

本事業では，授業研究を「授業に関する課題を組織的に
解決するための，授業づくりから授業検討及び改善策等を
授業実践に生かすまでの一連の過程」と捉え，下のような
研修手法例を取り入れています。詳しくは，４月に各学校
に送付したＣＤやパンフレット（右写真）を御覧ください。

Ｑ２ どのような授業研究の手法を取り入れてい
ますか。

授業に関する事前の検討
○ 学習指導案作成に向けた資料，
実践資料の提供

○ 模擬授業の実施（①）
○ 検討の視点の共有化

授業の実施
○ 焦点化された視点での授業参観
○ 付箋紙への記入
○ ビデオによる授業記録

授業の検討
○ 課題の焦点化
○ ワークショップ型の授業検討会
○ 多様な形態 （②，③）

改善策やよさの共有
○ 授業に取り入れたよさの共有
○ 改善策の具体化
○ 授業研究の積み重ね

１

２

３

４

〔各種刊行物等の紹介〕

【①模擬授業】

【教職員のための研修の手引】 【研修案内】【事業案内】

「みんなで取り組み，学び合う授業研究」を目指して！

【③授業の改善策の発表】

学び続ける教師の実践的研修の手
引書として，学校教育全般について
編集したものです。（Ａ４版）

平成24年度の基本方針や各種事業
の概要について，分かりやすくまと
めてあります。（Ａ４版）

短期研修講座，悉皆研修，研究支
援等の概要が分かりやすくまとめて
あります。（Ａ６版）

《パンフレット》《ＣＤ》

NEW

鹿児島教育事務所（地区教頭研修会）

日置市教育委員会（市教務主任等研修会）

枕崎市教育委員会（市教頭・教務主任等研修会）

北薩教育事務所（地区等指定研究協力校
校長・研修係等研修会）

薩摩川内市教育委員会（市教務主任等研修会）

霧島市教育委員会（市学力向上対策委員会）

大隅教育事務所（地区教頭研修会）

垂水市教育委員会（市教務主任等研修会）

熊毛教育事務所（地区教頭研修会）

奄美市教育委員会（市教務主任等研修会）

行政機関名（研修会名）

鹿児島市立吉野小学校

日置市立伊集院中学校

枕崎市立桜山小学校

阿久根市立折多小学校

姶良市立加治木中学校

曽於市立菅牟田小学校

南大隅町立根占中学校

県立大島養護学校

学 校 名

授業研究サポート事業
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